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山
口
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
口
県
暴
力
団
排
除
条
例
︵
平
成
二
十
二
年
山
口
県
条
例
第
三
十
七
号
︶
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
︒

目
次
中
﹁
第
三
章

暴
力
団
に
対
す
る
利
益
の
供
与
の
禁
止
︵
第
十
二
条
︱
第
十
七
条
︶
﹂
を

﹁
第
三
章

暴
力
団
に
対
す
る
利
益
の
供
与
の
禁
止
︵
第
十
二
条
︱
第
十
七
条
︶

第
三
章
の
二

暴
力
団
排
除
特
別
強
化
地
域
に
お
け
る
禁
止
行
為
︵
第
十
七
条
の
二
・
第
十
七
条
の
三
︶
﹂
に
︑
﹁
第
十
八
条
・
﹂
を
﹁
第
十
八
条
︱
﹂
に
︑
﹁
説
明

又
は
資
料
提
出
︑
勧
告
及
び
公
表
﹂
を
﹁
義
務
違
反
者
等
に
対
す
る
措
置
等
﹂
に
︑
﹁
第
二
十
二
条
﹂
を
﹁
第
二
十
二
条
の
三
﹂
に
改
め
る
︒

第
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
︒

六

青
少
年

満
十
八
歳
に
達
す
る
ま
で
の
者
を
い
う
︒

第
三
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
︒

第
三
章
の
二

暴
力
団
排
除
特
別
強
化
地
域
に
お
け
る
禁
止
行
為

︵
特
定
営
業
者
の
禁
止
行
為
︶

第
十
七
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
営
業
︵
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
営
業
に
あ
っ
て
は
︑
別
表
に
掲
げ
る
地
域
︵
以
下
﹁
暴

山
口
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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力
団
排
除
特
別
強
化
地
域
﹂
と
い
う
︒
︶
の
区
域
内
に
お
い
て
営
む
も
の
に
限
る
︒
以
下
﹁
特
定
営
業
﹂
と
い
う
︒
︶
を
営
む
者
︵
以
下
﹁
特
定
営
業
者
﹂
と
い

う
︒
︶
は
︑
特
定
営
業
に
関
し
︑
暴
力
団
員
又
は
暴
力
団
員
が
指
定
し
た
者
に
対
し
︑
用
心
棒
の
役
務
︵
法
第
九
条
第
五
号
に
規
定
す
る
用
心
棒
の
役
務
を
い
う
︒
以

下
同
じ
︒
︶
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
又
は
特
定
営
業
を
営
む
こ
と
を
容
認
さ
れ
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
利
益
の
供
与
を
し
て
は
な
ら
な
い
︒

一

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
︵
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
︒
以
下
﹁
風
適
法
﹂
と
い
う
︒
︶
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
風
俗
営
業

二

風
適
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業

三

風
適
法
第
二
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業

四

風
適
法
第
二
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
接
客
業
務
受
託
営
業

五

風
適
法
第
二
条
第
十
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
飲
食
店
営
業

六

風
俗
案
内
︵
次
に
掲
げ
る
行
為
を
い
う
︒
以
下
同
じ
︒
︶
を
行
う
た
め
の
施
設
︵
不
特
定
多
数
の
者
が
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
︒
以
下
﹁
風
俗
案

内
所
﹂
と
い
う
︒
︶
を
設
け
︑
当
該
風
俗
案
内
所
に
お
い
て
有
償
又
は
無
償
で
風
俗
案
内
を
行
う
営
業

イ

風
適
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
営
業
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
情
報
を
︑
当
該
情
報
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
求
め
に
応
じ
て
提
供
す
る
行

為⑴

接
待
︵
風
適
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
接
待
を
い
う
︒
以
下
同
じ
︒
︶
の
内
容
︑
当
該
接
待
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
︑
当
該
接
待
に
従
事
す
る

者
又
は
当
該
接
待
を
受
け
る
た
め
に
要
す
る
料
金
に
関
す
る
情
報

⑵

営
業
所
の
名
称
︑
所
在
地
又
は
電
話
番
号
そ
の
他
の
連
絡
先

ロ

風
適
法
第
二
条
第
六
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は
同
条
第
七
項
第
一
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
営
業
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
情
報
を
︑
当
該
情
報
の
提

供
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
求
め
に
応
じ
て
提
供
す
る
行
為

⑴

客
に
接
触
す
る
役
務
の
内
容
︑
当
該
役
務
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
︑
当
該
役
務
に
従
事
す
る
者
又
は
当
該
役
務
を
受
け
る
た
め
に
要
す
る
料
金
に
関

す
る
情
報
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⑵

営
業
所
の
名
称
︑
所
在
地
又
は
電
話
番
号
そ
の
他
の
連
絡
先
︵
風
適
法
第
二
条
第
七
項
第
一
号
に
該
当
す
る
営
業
に
あ
っ
て
は
︑
当
該
営
業
に
つ
き
広
告
若

し
く
は
宣
伝
を
す
る
場
合
に
当
該
営
業
を
示
す
も
の
と
し
て
使
用
す
る
呼
称
︑
風
適
法
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
受
付
所
の
所
在
地
又
は

客
の
依
頼
を
受
け
る
た
め
の
電
話
番
号
そ
の
他
の
連
絡
先
︶

七

風
俗
情
報
︵
前
号
イ
⑴
及
び
⑵
並
び
に
同
号
ロ
⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
情
報
を
い
う
︒
以
下
同
じ
︒
︶
を
掲
載
し
た
書
籍
︑
雑
誌
そ
の
他
の
刊
行
物
を
発
行
し
︑
又

は
風
俗
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
営
業

八

道
路
そ
の
他
公
共
の
場
所
に
お
い
て
︑
次
に
掲
げ
る
行
為
の
い
ず
れ
か
を
行
う
営
業
︵
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
︒
︶

イ

第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
営
業
に
関
し
︑
客
引
き
を
す
る
こ
と
︒

ロ

第
六
号
に
該
当
す
る
営
業
に
関
し
︑
利
用
者
と
な
る
よ
う
勧
誘
を
す
る
こ
と
︒

ハ

第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
営
業
に
関
し
︑
不
特
定
の
者
に
対
し
︑
呼
び
掛
け
︑
又
は
風
適
法
第
二
十
八
条
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す

る
ビ
ラ
等
を
配
布
し
︑
若
し
く
は
提
示
し
て
︑
客
を
誘
引
す
る
こ
と
︒

ニ

第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
営
業
に
係
る
役
務
に
従
事
す
る
よ
う
勧
誘
す
る
こ
と
︒

ホ

写
真
又
は
映
像
の
被
写
体
と
な
る
役
務
で
あ
っ
て
︑
対
価
を
伴
う
も
の
に
従
事
す
る
よ
う
勧
誘
す
る
こ
と
︒

�

特
定
営
業
者
は
︑
特
定
営
業
に
関
し
︑
暴
力
団
員
又
は
暴
力
団
員
が
指
定
し
た
者
か
ら
︑
用
心
棒
の
役
務
の
提
供
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
︒

︵
暴
力
団
員
の
禁
止
行
為
︶

第
十
七
条
の
三

暴
力
団
員
は
︑
特
定
営
業
者
か
ら
の
利
益
の
供
与
が
前
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
︑
当
該
利
益
の

供
与
を
受
け
︑
又
は
当
該
特
定
営
業
者
に
当
該
暴
力
団
員
が
指
定
し
た
者
に
対
す
る
当
該
利
益
の
供
与
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
︒

�

暴
力
団
員
は
︑
特
定
営
業
者
に
対
し
︑
用
心
棒
の
役
務
を
提
供
し
︑
又
は
当
該
暴
力
団
員
が
指
定
し
た
者
に
当
該
用
心
棒
の
役
務
を
提
供
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
︒

第
十
八
条
第
一
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
︑
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
︒

五

都
市
公
園
法
︵
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
︶
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
公
園

第
十
八
条
第
二
項
中
﹁
前
項
﹂
を
﹁
前
二
項
﹂
に
改
め
︑
﹁
こ
の
条
例
の
施
行
後
に
開
設
さ
れ
た
﹂
を
削
り
︑
﹁
同
項
各
号
﹂
を
﹁
第
一
項
各
号
﹂
に
︑
﹁
に
よ
り
同

山
口
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
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る
条
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項
﹂
を
﹁
又
は
当
該
暴
力
団
事
務
所
の
所
在
地
が
特
定
用
途
地
域
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
前
二
項
﹂
に
改
め
︑
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
︑
同
条
第
一
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
︒

�

前
項
に
規
定
す
る
区
域
内
の
ほ
か
︑
暴
力
団
事
務
所
は
︑
都
市
計
画
法
︵
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
︶
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
第
一
種
低
層
住
居
専
用

地
域
︑
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
︑
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
︑
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
︑
第
一
種
住
居
地
域
︑
第
二
種
住
居
地
域
︑
準
住
居
地
域
︑

近
隣
商
業
地
域
︑
商
業
地
域
及
び
準
工
業
地
域
︵
以
下
﹁
特
定
用
途
地
域
﹂
と
総
称
す
る
︒
︶
の
区
域
内
に
お
い
て
も
︑
こ
れ
を
開
設
し
︑
又
は
運
営
し
て
は
な
ら
な

い
︒

第
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
︒

︵
青
少
年
を
暴
力
団
事
務
所
へ
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
の
禁
止
︶

第
十
八
条
の
二

暴
力
団
員
は
︑
正
当
な
理
由
な
く
自
己
が
活
動
の
拠
点
と
す
る
暴
力
団
事
務
所
に
青
少
年
を
立
ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
︒

第
五
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
︒

第
五
章

義
務
違
反
者
等
に
対
す
る
措
置
等

第
二
十
条
の
見
出
し
を
﹁
︵
調
査
及
び
立
入
検
査
︶
﹂
に
改
め
︑
同
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
︒

�

公
安
委
員
会
は
︑
第
十
八
条
第
二
項
又
は
第
十
八
条
の
二
の
規
定
に
違
反
す
る
疑
い
の
あ
る
行
為
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
︑
当
該
行
為
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
︑
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
︑
当
該
行
為
を
し
た
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
︑
説
明
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
求

め
︑
又
は
警
察
官
に
当
該
違
反
に
係
る
建
物
に
立
ち
入
り
︑
物
件
を
検
査
さ
せ
︑
若
し
く
は
当
該
行
為
を
し
た
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
︒

�

前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
す
る
警
察
官
は
︑
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
︑
関
係
者
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

�

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
︑
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
︒

第
五
章
に
次
の
二
条
を
加
え
る
︒

︵
命
令
︶

第
二
十
二
条
の
二

公
安
委
員
会
は
︑
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
暴
力
団
事
務
所
が
開
設
さ
れ
︑
又
は
運
営
さ
れ
て
い
る
と
き
は
︑
当
該
暴
力
団
事
務
所
を
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開
設
し
︑
又
は
運
営
し
て
い
る
者
に
対
し
︑
当
該
暴
力
団
事
務
所
の
開
設
又
は
運
営
の
中
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
︒

�

公
安
委
員
会
は
︑
暴
力
団
員
が
第
十
八
条
の
二
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
と
き
は
︑
当
該
暴
力
団
員
に
対
し
︑
当
該
行
為
を
中
止
す
る
こ
と
を
命
じ
︑
又
は

当
該
行
為
が
中
止
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
︒

︵
公
安
委
員
会
の
事
務
の
委
任
︶

第
二
十
二
条
の
三

公
安
委
員
会
は
︑
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
関
す
る
事
務
を
︑
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
︑
警
察
本
部
長
に
委
任
す
る

こ
と
が
で
き
る
︒

�

公
安
委
員
会
は
︑
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
関
す
る
事
務
を
︑
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
︑
警
察
署
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

第
二
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
︒

第
二
十
五
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
︑
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
︒

一

相
手
方
が
暴
力
団
員
又
は
暴
力
団
員
が
指
定
し
た
者
で
あ
る
こ
と
の
情
を
知
っ
て
︑
第
十
七
条
の
二
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

第
十
七
条
の
三
の
規
定
に
違
反
し
た
者

三

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
暴
力
団
事
務
所
を
開
設
し
︑
又
は
運
営
し
た
者

四

第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

�

第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
は
︑
六
月
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
︒

�

第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
説
明
を
せ
ず
︑
若
し
く
は
資
料
を
提
出
せ
ず
︑
若
し
く
は
同
項
の
説
明
若
し
く
は
資
料
の
提
出
に
つ
い
て
虚
偽
の
説
明
を

し
︑
若
し
く
は
虚
偽
の
資
料
を
提
出
し
︑
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
拒
み
︑
妨
げ
︑
若
し
く
は
忌
避
し
︑
若
し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て

答
弁
を
せ
ず
︑
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者
は
︑
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
︒

�

第
一
項
第
一
号
の
罪
を
犯
し
た
者
が
自
首
し
た
と
き
は
︑
そ
の
刑
を
減
軽
し
︑
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

附
則
第
二
項
中
﹁
第
十
八
条
第
二
項
た
だ
し
書
﹂
を
﹁
第
十
八
条
第
三
項
た
だ
し
書
﹂
に
改
め
︑
﹁
同
条
第
一
項
﹂
の
下
に
﹁
︵
第
五
号
を
除
く
︒
︶
及
び
第
三
項
﹂

を
加
え
る
︒

山
口
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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附
則
の
次
に
次
の
別
表
を
加
え
る
︒

別
表
︵
第
十
七
条
の
二
関
係
︶

市

区

域

下

関

市

細
江
町
一
丁
目
︑
豊
前
田
町
一
丁
目
︑
豊
前
田
町
二
丁
目
︑
竹
崎
町
一
丁
目
︑
竹
崎
町
二
丁
目
及
び
竹

崎
町
三
丁
目
の
区
域

宇

部

市

新
天
町
一
丁
目
︑
新
天
町
二
丁
目
︑
松
島
町
︑
相
生
町
︑
中
央
町
一
丁
目
︑
中
央
町
二
丁
目
︑
中
央
町

三
丁
目
︑
新
町
︑
上
町
一
丁
目
︑
上
町
二
丁
目
及
び
西
本
町
一
丁
目
の
区
域

山

口

市

泉
都
町
︑
熊
野
町
︑
湯
田
温
泉
一
丁
目
︑
湯
田
温
泉
二
丁
目
︑
湯
田
温
泉
三
丁
目
︑
湯
田
温
泉
四
丁
目

及
び
葵
一
丁
目
の
区
域

防

府

市

緑
町
一
丁
目
︑
天
神
一
丁
目
︑
栄
町
一
丁
目
︑
戎
町
一
丁
目
︑
八
王
子
一
丁
目
及
び
車
塚
町
の
区
域

岩

国

市

麻
里
布
町
二
丁
目
︑
麻
里
布
町
三
丁
目
︑
麻
里
布
町
六
丁
目
及
び
麻
里
布
町
七
丁
目
の
区
域

周

南

市

川
端
町
一
丁
目
︑
川
端
町
二
丁
目
︑
昭
和
通
一
丁
目
︑
昭
和
通
二
丁
目
︑
橋
本
町
一
丁
目
︑
橋
本
町
二

丁
目
︑
柳
町
︑
糀
町
一
丁
目
︑
糀
町
二
丁
目
︑
飯
島
町
一
丁
目
︑
飯
島
町
二
丁
目
︑
平
和
通
一
丁
目
︑

平
和
通
二
丁
目
︑
若
宮
町
一
丁
目
︑
若
宮
町
二
丁
目
︑
新
町
一
丁
目
︑
新
町
二
丁
目
︑
銀
南
街
︑
銀
座

一
丁
目
︑
銀
座
二
丁
目
︑
み
な
み
銀
座
一
丁
目
︑
み
な
み
銀
座
二
丁
目
︑
御
幸
通
一
丁
目
︑
御
幸
通
二

丁
目
︑
有
楽
町
︑
本
町
一
丁
目
︑
栄
町
一
丁
目
及
び
栄
町
二
丁
目
の
区
域
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備
考

こ
の
表
に
掲
げ
る
町
の
区
域
は
︑
令
和
八
年
九
月
四
日
に
お
け
る
町
の
区
域
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
た
も
の
と
す
る
︒

附

則

︵
施
行
期
日
︶

�

こ
の
条
例
は
︑
令
和
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
︒

︵
経
過
措
置
︶

�

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
運
営
さ
れ
て
い
る
暴
力
団
事
務
所
︵
改
正
後
の
山
口
県
暴
力
団
排
除
条
例
第
十
八
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
︒
︶

に
つ
い
て
は
︑
同
条
第
一
項
第
五
号
並
び
に
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
︑
適
用
し
な
い
︒

山
口
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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